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鯨　研　通　信

や本川一善水産庁長官、その他多くの関係者から、航海の安全と調査の成功に向けて努力するよう激励を
受け、その後、下関港より関係者の見送りのなか調査開始点にむけ出港した。船団は、沖合で合流の後、
捕獲調査を開始した。帰港は 7 月下旬を予定している。

［印刷物（研究報告）］
井上聡子、木白俊哉、藤瀨良弘、中村玄、加藤秀弘：北太平洋産ミンククジラの精巣における季節的変化．

日本水産学会誌 80（2）．185-190．2014.
Tamura, T., Konishi, K. and Hakamada, T.：Work plan for further analyses of prey consumption rate by 

Antarctic minke whales based on JARPA and JARPAII data. IWC/SC 65b. Bled. 8pp. 
2014/5/12.

［印刷物（書籍）］
柳原真理亜、大隅清治、小松正之（編）：未来を見つめた鯨男柳原紀文−捕鯨から食品会社への大転換．

345pp．IDP 出版．2014/5/3.
安永玄太、藤瀬良弘：鯨類における水銀とセレン．29-37．魚食と健康−メチル水銀の生物影響（水産学シ

リーズ 179）．日本水産学会（監修）．151pp．恒星社厚生閣．2014/3/31.

［印刷物（雑誌新聞・ほか）］
当研究所：鯨研通信 461.18pp．日本鯨類研究所．2014/3.
畑中　寛：バレニンに関する研究と商品開発の歩み．鯨研通信 461．1-5．2014/3.
大隅清治：北前船による鯨食文化の伝搬 .季刊鯨組 2．クジラ食文化を守る会．3．2014/1/1.
大隅清治：おばけ（尾羽毛）．季刊鯨組 3．クジラ食文化を守る会．2．2014/5/1.

［放送・講演］
畑中　寛：「南極海における捕鯨」ICJ 判決についての疑問−調査計画立案に関わった 1 科学者の視点から．

水産ジャーナリストの会．東京．2014/5/22．
西脇茂利：2014 年度近畿地区論題研究会での出張授業．京都教育大学．京都．2014/4/27．
安永玄太：クジラ博士の出張授業．清瀬市コミュニティプラザひまわり．東京．2014/4/27.

　ICJ 判決後最初の鯨研通信となった。今回寄稿いただいたお三方は、それぞれの立場から日本の捕鯨を
長い間支えてこられ、編集側としても、このタイミングで掲載できたことは、大きな喜びである。
　毎年繰り返されてきた調査妨害にも屈せず 26 年間に渡り実施してきた南極海鯨類捕獲調査は、今年度実
施されない。「本来踏み入れるべきでない領域に立ち入り、誤った判断を行った」（本号の米澤氏論文参照）
ICJ の判決ではあった。しかし、一方で「世界で唯一、その科学的手法及び体制」（本号の和田氏論文参照）
で実施してきた調査は、「副産物で次期調査コストを賄うことを前提とした調査体制の維持が困難」（本号
の山村氏論文参照）となっており、政府の支援を受けつつも、この数年間は調査継続のため身を削るよう
な経営改善を行ってきたのも事実である。今後は判決内容を精査し、国内外の研究者の協力を得て調査計
画が策定される。将来の日本の食糧問題を解決しうる長期的で実行可能な計画の策定が待たれる。2 回の
脱皮を経た日本の南極海鯨類調査は、今回の判決を奇禍として次の新たな段階へ進む時である。（林　真人）

京きな魚（編集後記）
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